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津波避難訓練 11月5日土13時～15時
　「津波防災の日（世界津波の日）」にちなみ、11月５日に本年度２回目の津波避難訓練を実施します。
　今回の訓練は、休日の日中を想定して実施しますので、前回（平日午前中）の訓練に参加できなかった人もこ
の機会にぜひ参加してください。いつかまた必ず来襲する津波に備え、二度と犠牲者を出さないために、市民・
企業・団体の皆さんの訓練への参加とご協力をお願いします。

日 時

高いところへすぐ避難

日時

11月５日㈯ 1避難訓練：13時～13時40分
2避難所開設訓練：13時30分～15時

※時間変更のお知らせ　 広報かまいし10月15日号において、開始時刻を７時とお知らせしていました
が、13時に変更となりましたのでご注意ください。既に予定している皆さん
には大変申し訳ありませんが、ご理解とご協力をお願いします。

想定
内容

11月５日㈯13時に釡石市で震度５強の地震を観測。13時３分に岩手県沿岸に大津波警報を発表。当
市への津波到達予想時刻は13時30分ごろ、巨大な津波が予想されると発表された。

訓
　
練
　
内
　
容

1 

避
難
訓
練

①13時に、防災行政無線で緊急地震速報の警報音を鳴らします。
②落下物などから身を守る行動を取ってください。
③ 沿岸部の人は、地震の揺れがおさまったら、避難の呼び掛けを待たず、直ちに近くの高台か津波災
害緊急避難場所に避難してください。

④防災行政無線で数回、大津波警報のサイレンを鳴らし、避難指示を伝達します。
⑤ いったん、高台や津波災害緊急避難場所に避難したら、訓練終了の放送があるまで低い所には戻ら
ないでください。

●避難対象地区
　 釡石市街（鈴子町以東、駒木町）、松原町、嬉石町、大字平田（上平田を除く）、唐丹町（山谷、上
荒川、鍋倉を除く）、片岸町、鵜住居町（川目、外山を除く）、箱崎町、両石町（女遊部を除く）

・ 避難対象地区で津波災害緊急避難場所よりも高所に居住している人は、地震から身を守る行動と津
波情報の収集を実施し、避難場所への避難は不要です。

・ 避難対象地区の復興公営住宅居住者は、住宅の最上階へ避難してください。復興公営住宅の周辺に
居住または居合わせた人は、最寄りの復興公営住宅の最上階に避難してください。

2 

避
難
所
開
設
訓
練

① 市が指定する内陸部の一部の避難所は、避難者が来ることを想定して施設の鍵を開けて受け入れ態
勢を取ってください。

② 拠点避難所では避難所担当市職員と共に、備蓄品の確認や避難所レイアウト案などについて、避難
所運営の初動対応の意見交換を行います。

③ 市は、休日を想定した災害対策本部、各地区生活応援センターへの職員の参集・初動対応訓練を行
います。

注意
事項

①津波避難場所の位置は、各地区生活応援センターまたは市のホームページで確認することができます。
【津波災害緊急避難場所（津波避難場所）】
　 http://www.city.kamaishi.iwate.jp/kurasu/bosai_saigai/hinanbasho/detail/1190988_2227.html
②避難するときは、車を使わないでください。
③ 訓練中は、防災行政無線から緊急地震速報の警報音やサイレンが鳴りますが、実際の災害と間違わな
いでください。

④この訓練は、実際の災害と違い、エリアメール・緊急速報メールの配信は行いません。
⑤実際の災害が予想される場合など、状況によっては訓練を中止する場合があります。

【問い合わせ】市防災危機管理課　☎22-2111（内線118）
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教
訓
の
内
容

　

教
訓
は
、
大
き
く
４
つ
に
分
類
さ
れ
、「
揺
れ
た

ら
、
た
だ
ち
に
高
台
へ
避
難
」「
子
ど
も
を
学
校
へ
迎

え
に
行
か
な
い
」「
命
て
ん
で
ん
こ
で
行
動
す
る
」
な

ど
18
の
教
訓
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
未
来
の
命
を

守
る
た
め
、
大
切
な
こ
と
を
10
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
ま
と

め
ま
し
た
。

【
教
訓
の
４
つ
の
柱
】

①
命
を
守
る
た
め
の
行
動

　

 

い
ざ
と
い
う
と
き
は
想
定
に
と
ら
わ
れ
ず
、
最
善
を

尽
く
せ
。
率
先
避
難
者
た
れ
。

②
避
難
生
活
で
命
を
つ
な
ぐ

　

 

津
波
か
ら
逃
れ
て
も
、
長
期
避
難
生
活
が
待
っ
て
い

る
。
命
を
つ
な
ぐ
た
め
に
、
必
要
な
も
の
を
備
え
て

お
く
。

③
命
を
守
る
た
め
の
備
え

　

 

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
個
別
具
体
的
に
十
分
に
検
討

し
、
備
え
、
実
践
を
積
み
重
ね
る
。

④
津
波
の
記
憶
を
未
来
へ
伝
え
る

　

 

自
然
の
恵
み
を
享
受
し
、
豊
か
な
暮
ら
し
を
持
続
さ

せ
る
た
め
に
い
た
ず
ら
に
海
を
恐
れ
ず
、
十
分
に
備

え
、
記
憶
を
伝
え
て
い
く
。

１　

大
き
な
揺
れ
や
長
い
揺
れ
を
感
じ
た
ら

　
　

あ
な
た
は
、
と
に
か
く

　
　

高
い
と
こ
ろ
へ

　
　

逃
げ
て
く
だ
さ
い

２　

た
と
え
過
去
の
津
波
が

　
　

い
ま
、
あ
な
た
の
い
る

　
　

場
所
ま
で
来
た
こ
と
が
な
く
て
も

　
　

あ
な
た
は
逃
げ
て
く
だ
さ
い

３　

１
０
０
回
逃
げ
て
、
１
０
０
回
来
な
く
て
も

　
　

１
０
１
回
目
も
必
ず

　
　

逃
げ
て
く
だ
さ
い

４　

あ
な
た
が
率
先
し
て
逃
げ
れ
ば

　
　

多
く
の
人
の
避
難
を
促
し

　
　

命
を
救
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う

５　

相
手
は
自
然
。

　
　

い
つ
、
ど
こ
ま
で
ど
れ
ほ
ど

　
　

大
き
な
津
波
が
来
る
か

　
　

だ
れ
に
も
わ
か
ら
な
い
の
で
す

６　

家
族
を
信
じ
て

　
　

み
な
が
「
命
て
ん
で
ん
こ
」
で

　
　

逃
げ
て
く
だ
さ
い

　
　

自
分
の
命
は

　
　

自
分
で
守
る
し
か
な
い
の
で
す

７　

地
震
が
お
き
た
ら

　
　

家
族
が
別
々
の
場
所
に
い
て
も

　
　

探
し
た
り

　
　

戻
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん

８　

も
し
、
大
切
な
人
の
命
を
守
れ
な
く
て
も

　
　

決
し
て
自
分
を

　
　

責
め
な
い
で
く
だ
さ
い

９　

や
が
て
平
穏
な
日
常
が
戻
っ
た
と
き

　
　

あ
な
た
は
き
っ
と
気
づ
く
で
し
ょ
う

　
　

自
分
は
決
し
て
一
人
で
は
な
い
こ
と
を

　
　

多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
て

　
　

生
き
て
い
る
こ
と
を

10　

未
来
の
だ
れ
か
が
同
じ
思
い
を
し
な
い
よ
う
に

　
　

い
ま
、
あ
な
た
に
で
き
る
こ
と
。

　

「
避
難
を
続
け
る
こ
と
」

　

「
備
え
る
こ
と
」

　

「
語
り
継
ぐ
こ
と
」

生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り

出
前
講
座
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

東
日
本
大
震
災
釡
石
市
教
訓
集
の

内
容
を
説
明
し
、
津
波
か
ら
命
を
守

る
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
皆
さ
ん
で

話
し
合
い
ま
す
。
話
し
合
っ
た
内
容

は
釡
石
市
津
波
防
災
市
民
憲
章
（
仮

称
）
の
策
定
に
生
か
さ
れ
ま
す
。
町

内
会
な
ど
グ
ル
ー
プ
で
の
利
用
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
申
し
込
み

　

市
生
涯
学
習
文
化
課

　

☎
22-

８
８
３
５

思
い
出
の
品
（
震
災
拾
得
物
）

写
真
デ
ー
タ
が
閲
覧
で
き
ま
す

　

市
は
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波
に

よ
り
流
出
し
、
拾
得
し
た
写
真
や
物

品
を
返
却
し
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル

化
し
た
写
真
の
一
部
を
、
備
え
付
け

の
パ
ソ
コ
ン
で
閲
覧
で
き
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

 

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　

９
時
〜
17
時

■
場
所

　

 

市
環
境
課
（
市
役
所
第
２
庁
舎
１

階
）

釡
石
市
津
波
防
災
市
民
憲
章（
仮
称
）の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す

　

市
は
、
震
災
の
悲
劇
を
繰
り
返
さ

な
い
こ
と
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
で
誓

い
合
う
た
め
、「
釡
石
市
津
波
防
災
市

民
憲
章（
仮
称
）」の
策
定
に
向
け
て

取
り
組
み
ま
す
。
震
災
の
体
験
、
配

布
す
る
教
訓
集
な
ど
を
通
じ
た
市
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

　
「
出
前
講
座
」
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
の
開
催
を
通
じ
て
、
よ
り
多
く

の
皆
さ
ん
の
「
市
民
の
誓
い
」に
寄
せ

る
思
い
を
お
聴
き
し
ま
す
。
寄
せ
ら

れ
た
意
見
を
基
に
、「
釡
石
市
津
波
防

災
市
民
憲
章
策
定
委
員
会
（
仮
称
）」

に
お
い
て
憲
章
の
草
案
を
作
り
ま

す
。

■
募
集
の
内
容

① 

大
震
災
を
経
験
し
た
私
た
ち
が
二

度
と
同
じ
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い

た
め
に
、
一
人
一
人
が
取
り
組
み

た
い
こ
と
、
み
ん
な
で
誓
い
合
い

た
い
こ
と
。

② 

ど
の
よ
う
な
津
波
防
災
市
民
憲
章

を
目
指
す
べ
き
か
。
今
後
の
取
り

組
み
に
期
待
す
る
こ
と
。

■
応
募
資
格

　

釡
石
市
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

人
（
震
災
当
時
を
含
む
）

■
応
募
方
法

　

意
見
の
内
容
、
住
所
、
氏
名
、
連

絡
先
を
記
入
の
上
、
郵
送
、
メ
ー

ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
持
参
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
用
紙
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
す
る
他
、
市
役
所
第
１
庁
舎

１
階
案
内
、
各
地
区
生
活
応
援
セ
ン

タ
ー
、
市
教
育
セ
ン
タ
ー
、
釡
石
情

報
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
備
え
付
け

ま
す
。
応
募
用
紙
は
任
意
の
様
式
で

も
受
け
付
け
ま
す
。

■
募
集
期
間

　

11
月
１
日（
火
）〜
12
月
15
日（
木
）

■
応
募
先

　

市
震
災
検
証
室　

〒
０
２
６
―

８
６
８
６　

只
越
町
３
―

９
―

13

 

Ｆ
Ａ
Ｘ　

22
―

２
６
８
６

 

メ
ー
ルsoum

u@
city.kam

aishi.
iw
ate.jp

※ 

持
参
の
場
合
は
各
地
区
生
活
応
援

セ
ン
タ
ー
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

釡
石
地
区
被
災
者
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
県
や
市
の
被
災
者
支
援
制

度
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
や
日
ご
ろ
か

ら
抱
い
て
い
る
不
安
や
悩
み
な
ど
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
弁
護

士
や
司
法
書
士
な
ど
の
専
門
家
相
談

も
行
っ
て
い
ま
す
。

■ 

開
設
時
間　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日

を
除
く
）、
8
時
30
分
〜
17
時
15
分

※ 

専
門
家
に
よ
る
相
談
は
10
時
〜
15

時
で
す
。

※ 

事
前
に
予
約
す
る
こ
と
で
待
ち
時

間
な
く
相
談
で
き
ま
す
。

■
場
所　

市
役
所
第
５
庁
舎　

１
階

■ 

問
い
合
わ
せ　

釡
石
地
区
被
災
者

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
０
１
２
０̶

８
３
６̶

７
３
０（
通
話
料
無
料
）、☎

０
８
０̶

５
７
３
４̶

５
４
９
４

釡 石地区被 災 者 相 談 支 援センターをご利用ください

土地家屋調査士 8日㈫、22日㈫

ファイナンシャル・
プランナー 9日㈬

弁護士 10日㈭、17日㈭、
24日㈭

司法書士  4日㈮、11日㈮、
18日㈮、25日㈮

11月の専門家相談スケジュール

問
い
合
わ
せ

市
震
災
検
証
室　

☎
22
―

２
１
１
１

（
内
線
１
１
３
）

釜
石
市

東
日
本
大
震
災

　釜
石
市
教
訓
集

未
来
の

命
を

守
る
た
め
に

津
波
か
ら
未
来
の
命
を
守
る
た
め
の
釡
石
の
教
訓

東
日
本
大
震
災
を
忘
れ
ず
、
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
た
め
に

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
に
よ
り
、
釡
石
で
は
１
０
０
０
人
を
超
え
る
方
々
が
犠
牲
と

な
り
ま
し
た
。
市
は
二
度
と
こ
の
よ
う
な
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
釡
石
市
東
日
本
大
震

災
検
証
委
員
会
を
設
置
し
、
震
災
の
検
証
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
被
災
し
た
市
民

の
証
言
な
ど
を
基
に
「
津
波
か
ら
未
来
の
命
を
守
る
た
め
の
釡
石
の
教
訓
」
を
取
り
ま
と

め
、
教
訓
集
「
未
来
の
命
を
守
る
た
め
に
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
「
震
災
か
ら
何
を
学
び
、
何
を
未
来
に
生
か
す
の
か
」
を
考
え
、
得
ら
れ
た
教
訓
を
後
世

に
伝
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
家
庭
・
地
域
な
ど
に
お
い
て
、
津
波
か
ら
命
を
守
る
対
策
を
考

え
、
行
動
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

教
訓
の
内
容

　

教
訓
は
、
大
き
く
４
つ
に
分
類
さ
れ
、「
揺
れ
た

ら
、
た
だ
ち
に
高
台
へ
避
難
」「
子
ど
も
を
学
校
へ
迎

え
に
行
か
な
い
」「
命
て
ん
で
ん
こ
で
行
動
す
る
」
な

ど
18
の
教
訓
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
未
来
の
命
を

守
る
た
め
、
大
切
な
こ
と
を
10
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
ま
と

め
ま
し
た
。

【
教
訓
の
４
つ
の
柱
】

①
命
を
守
る
た
め
の
行
動

　

 

い
ざ
と
い
う
と
き
は
想
定
に
と
ら
わ
れ
ず
、
最
善
を

尽
く
せ
。
率
先
避
難
者
た
れ
。

②
避
難
生
活
で
命
を
つ
な
ぐ

　

 

津
波
か
ら
逃
れ
て
も
、
長
期
避
難
生
活
が
待
っ
て
い

る
。
命
を
つ
な
ぐ
た
め
に
、
必
要
な
も
の
を
備
え
て

お
く
。

③
命
を
守
る
た
め
の
備
え

　

 

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
個
別
具
体
的
に
十
分
に
検
討

し
、
備
え
、
実
践
を
積
み
重
ね
る
。

④
津
波
の
記
憶
を
未
来
へ
伝
え
る

　

 

自
然
の
恵
み
を
享
受
し
、
豊
か
な
暮
ら
し
を
持
続
さ

せ
る
た
め
に
い
た
ず
ら
に
海
を
恐
れ
ず
、
十
分
に
備

え
、
記
憶
を
伝
え
て
い
く
。

１　

大
き
な
揺
れ
や
長
い
揺
れ
を
感
じ
た
ら

　
　

あ
な
た
は
、
と
に
か
く

　
　

高
い
と
こ
ろ
へ

　
　

逃
げ
て
く
だ
さ
い

２　

た
と
え
過
去
の
津
波
が

　
　

い
ま
、
あ
な
た
の
い
る

　
　

場
所
ま
で
来
た
こ
と
が
な
く
て
も

　
　

あ
な
た
は
逃
げ
て
く
だ
さ
い

３　

１
０
０
回
逃
げ
て
、
１
０
０
回
来
な
く
て
も

　
　

１
０
１
回
目
も
必
ず

　
　

逃
げ
て
く
だ
さ
い

４　

あ
な
た
が
率
先
し
て
逃
げ
れ
ば

　
　

多
く
の
人
の
避
難
を
促
し

　
　

命
を
救
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う

５　

相
手
は
自
然
。

　
　

い
つ
、
ど
こ
ま
で
ど
れ
ほ
ど

　
　

大
き
な
津
波
が
来
る
か

　
　

だ
れ
に
も
わ
か
ら
な
い
の
で
す

６　

家
族
を
信
じ
て

　
　

み
な
が
「
命
て
ん
で
ん
こ
」
で

　
　

逃
げ
て
く
だ
さ
い

　
　

自
分
の
命
は

　
　

自
分
で
守
る
し
か
な
い
の
で
す

７　

地
震
が
お
き
た
ら

　
　

家
族
が
別
々
の
場
所
に
い
て
も

　
　

探
し
た
り

　
　

戻
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん

８　

も
し
、
大
切
な
人
の
命
を
守
れ
な
く
て
も

　
　

決
し
て
自
分
を

　
　

責
め
な
い
で
く
だ
さ
い

９　

や
が
て
平
穏
な
日
常
が
戻
っ
た
と
き

　
　

あ
な
た
は
き
っ
と
気
づ
く
で
し
ょ
う

　
　

自
分
は
決
し
て
一
人
で
は
な
い
こ
と
を

　
　

多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
て

　
　

生
き
て
い
る
こ
と
を

10　

未
来
の
だ
れ
か
が
同
じ
思
い
を
し
な
い
よ
う
に

　
　

い
ま
、
あ
な
た
に
で
き
る
こ
と
。

　

「
避
難
を
続
け
る
こ
と
」

　

「
備
え
る
こ
と
」

　

「
語
り
継
ぐ
こ
と
」

　教訓集は、11月中に各家庭に配布します。11月末までに教訓集が届かないときは、市震災
検証室（☎22-2111、内線113）にお問い合わせください。
　なお、教訓集は市のホームページでも閲覧できます。右のQRコードからアクセスしてくだ
さい。
　教訓集と併せて、市内の避難行動に関わる証言を取りまとめた、証言・記録集「伝えたい
３．11の記憶」を作成しました。同じく市のホームページで閲覧できます。証言・記録集は
各地区生活応援センター、市立図書館などに備え付けます。

2011.3.11を経験した釡石市民より
未来のあなたへ10のメッセージ

11月中に各家庭に配布します
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平成29年度４月アトピー予防と食物アレルギー対策のために

知っておきたい
子どものスキンケア

子育てボランティア養成講座の
参加者を募集します

　子どもの正しいスキンケアを学ぶ講座
を開催します。軟こうの塗り方、正しい
手の洗い方の体験コーナーもあります。
●日時…11月19日㈯10時～12時
● 場所…イオンタウン釡石２階イベント
スペース
● 対象…子どものアレルギーで悩む家族
や学校関係者など、どなたでも参加で
きます。
● 講師…国立成育医療研究センターアレ
ルギー科　福家辰樹先生
●定員…60人（参加料無料）
● 申し込み…11月14日㈪までに電話で市
子ども課へ。

　市は、地域全体で子育てを支援する体
制を整えるため、子育てボランティア養
成講座を開催します。講座修了後は、
釡石市ファミリーサポートセンターのサ
ポーターとして、託児などの支援活動を行
います。
◆日時および場所

講　

義

11月30日㈬、12月２日㈮、８日㈭、
９日㈮、16日㈮13時30分～
市保健福祉センター９階講義室

実　

習

12月14日㈬９時～16時30分
かまいしこども園
12月15日㈭14時～17時
上中島児童館

◆ 講義内容…心の発達とその問題、身体
の発育と病気、家庭における子どもの
安全対策など
◆ 講師…保健師、管理栄養士、保育士な
ど
◆ 募集人数…先着20人（受講料無料）
◆ 申し込み…11月18日㈮までに電話で市
子ども課へ。

問い合わせ

市子ども課　☎22-5121

　保護者の市民税課税額（4～8月は前年度
分、9月以降は本年度分）の合計に応じて決
定します。

保
料
育
✿

階層区分 0～2歳児 3歳児 4～5歳児

生活保護世帯 0円 0円 0円

市民税課税額
0円 5,000円 3,000円 3,000円

市

民

税

所

得

割

課

税

額

0円 12,000円 10,000円 10,000円

19,800円
未満 15,000円 12,000円 12,000円

34,800円
未満 16,000円 13,000円 13,000円

48,600円
未満 17,000円 14,000円 14,000円

57,700円
未満 19,000円 16,000円 16,000円

77,101円
未満 22,000円 19,000円 19,000円

97,000円
未満 25,000円 22,000円 22,000円

127,000円
未満 29,000円 26,000円 25,000円

169,000円
未満 32,000円 29,000円 27,000円

211,201円
未満 32,000円 32,000円 28,000円

301,000円
未満 37,000円 33,000円 29,000円

397,000円
未満 39,000円 34,000円 30,000円

397,000円
以上 39,000円 35,000円 30,000円

★ 平成29年度から、国の基準に応じて階層区分および月
額保育料を一部改正します。

★ 就園児に兄姉がいる場合やひとり親世帯、障がい者の
いる世帯は、上の表より低額になる場合があります。
なお、同一世帯で就園児が２人以上いる場合は、最年
長児から順に２人目以降の児童は無料です。

★ 市が定める保育料の他、施設ごとに定める教材費やア
ルバム代など実費徴収がある場合があります。

【問い合わせ】　市子ども課　☎22-5121

保育施設入所申し込みを受け付けます
　保護者が次のいずれかの事情で子どもを保育できない状態であること
①月64時間以上労働している（夜間勤務や内職を含む）
②妊娠中または出産後間もない（出産予定日８週前～出産後８週）
③疾病、負傷、精神や身体に障がいがある
④親族を常時介護または看護している
⑤震災、風水害、火災その他の災害の復旧に当たっている
⑥求職活動（起業の準備を含む）を継続的に行っている
その他①～⑥に類すると認められる場合

　11月１日㈫～21日㈪8時30分～17時15分
※土・日曜日、祝日を除く。
　ただし、10日㈭・17㈭17時15分～19時、19日㈯ 
12時～16時は受け付けします。

　「支給認定申請書（兼入所申込書兼現況届）」に
必要事項を記入し、市子ども課へ提出してください。
　申請書は市子ども課、各募集施設、各子育て支援センターに備え付ける他、市のホーム
ページからダウンロードできます。
　なお、申し込み多数の場合は調整の上、入所を決定します。

入
資
所
格

募
期
集
間

申
込
し
み

募
施
集
設

施設区分 施設名 定員 受け入れ可能年（月）齢 所在地

認 可 保 育 所

中妻子供の家保育園 100 生後3カ月～就学前 中妻町1-13-22

釡石神愛幼児学園 90 生後8カ月～就学前 上中島町4-2-20

小佐野保育園 70 生後8カ月～就学前 小佐野町3-4-10

鵜住居保育園 70 生後3カ月～就学前 鵜住居町3-10

ぴっころきっず平田 30 生後2カ月～2歳 大字平田2-25-142

市立上中島保育所 70 生後8週～就学前 上中島町4-2-29

ピッコロ子ども倶楽部
桜木園（※） 60 生後2カ月～就学前 桜木町

（市民体育館跡地）

認定こども園
（保育部分）

甲東こども園 135 生後3カ月～就学前 野田町4-6-8

かまいしこども園 80 生後3カ月～就学前 天神町5-13

小 規 模 保 育
事 業 所

スクルドエンジェル保育
園かまいし園 19 生後3カ月～2歳 甲子町9-12-1

虹の家 16 生後8カ月～2歳 中妻町1-16-10

ベビーホーム・虹 15 生後8カ月～2歳 小川町4-2-7

（※）平成29年4月開所予定。

階層区分 0～2歳児 3歳児 4～5歳児

生活保護世帯 0円 0円 0円

市民税課税額
0円 5,000円 3,000円 3,000円

市

民

税

所

得

割

課

税

額

0円 12,000円 10,000円 10,000円

19,800円
未満 15,000円 12,000円 12,000円

34,800円
未満 16,000円 13,000円 13,000円

48,600円
未満 17,000円 14,000円 14,000円

57,700円
未満 19,000円 16,000円 16,000円

77,101円
未満 22,000円 19,000円 19,000円

97,000円
未満 25,000円 22,000円 22,000円

127,000円
未満 29,000円 26,000円 25,000円

169,000円
未満 32,000円 29,000円 27,000円

211,201円
未満 32,000円 32,000円 28,000円

301,000円
未満 37,000円 33,000円 29,000円

397,000円
未満 39,000円 34,000円 30,000円

397,000円
以上 39,000円 35,000円 30,000円
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〜
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
に
は
「
わ
た
し
の
思
い
を
受
け
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
花
言
葉
が
あ
り
ま
す
〜

各種相 談各種相 談

　

今
月
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
お
伝
え
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

職
場
や
学
校
、
近
所
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で

人
間
関
係
は
つ
き
も
の
で
す
ね
。
少
し
で
も
い
い
関
係

を
築
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
楽
し
く
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
上
で
大
切
な
の
が
話

を
し
っ
か
り
聴
く
こ
と
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
リ
ス
ニ
ン
グ

と
い
う
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
話
を
聴
く
と
き
の
方
法
が

あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
相
手
の
方
を
き
ち
ん
と
向
き
、
う

な
ず
き
と
相
づ
ち
を
し
な
が
ら
、
し
っ
か
り
話
を
聴
き

ま
す
。
こ
の
人
は
私
の
話
を
き
ち
ん
と
聴
い
て
く
れ
る

と
思
う
と
信
頼
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
、
相
手
も

心
を
開
い
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
聴

い
て
い
く
中
で
相
手
の
気
持
ち
が
分
か
っ
た
ら
「
そ
れ

は
大
変
だ
っ
た
ね
」
「
そ
れ
は
つ
ら
か
っ
た
ね
」
な
ど

と
共
感
す
る
と
、
よ
り
信
頼
関
係
は
深
ま
り
ま
す
。
そ

う
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
聴
く
こ
と
か
ら
始
ま
る

の
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
し
っ
か
り
聴
く
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
行

な
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
、
よ
り
良
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

おもいをつむぐ
はなみずき

全国心理業連合会公認
プロフェッショナル心理カウンセラー

浮
うき

世
よ

　満
ま

理
り

子
こ

24

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
秘ひ

訣け
つ

」

＊
電
話
相
談

　

日
時
…
土
・
日
・
月
曜
日
10
時
〜
21
時

　

電
話
…
全
国
心
理
業
連
合
会
東
北
復
興
支
部
０
９
０‒

２
９
７
１‒

４
０
１
４

　認知症高齢者や知的障がい者・
精神障がい者のうち、判断能力が
不十分な人が地域の中で安心して
生活できるよう、法律的に支援す
る制度として成年後見制度があり
ます。その成年後見制度や、成年
後見制度を支える市民後見人を学
ぶ講演会を開催します。
日時…11月17日㈭13時30分～15時
場所…釡石地区合同庁舎４階大会
議室
内容…社会福祉法人カシオペア障
連の佐藤慶之副理事長による講演
「成年後見制度の普及啓発と市民
後見人」
問い合わせ…市地域包括ケア推進
本部（☎22－0233）

成年後見制度と市民後見人についての
講 演 会 を 開 催 し ま す

　大切な人を亡くした後に、つら
く悲しい気持ちが長く続くことが
あります。この反応は悲嘆（グ
リーフ）といわれているもので
す。亡くなった人を自身の中で大
切に位置付けていくためには、さ
まざまな方法があります。
　市は、大切な人を亡くした同じ
経験を持つ人が分かち合う会「グ
リーフケア・サロン」を開催しま
す。日時など詳しくは市健康推進
課（☎22－0179）にお問い合わせ
ください。

大切な人を亡くした同じ経験を持つ人が分かち合う会
「グリーフケア・サロン」を開催します

期日…11月27日㈰（昼食時間を挟
み５時間程度）
見学場所…トンネル、水門など
（集合は釡石地区合同庁舎または
大槌町役場）
対象…釡石市、大槌町に在住で小
学生以上の人（小学生は保護者同
伴）
定員…25人（先着順）
申し込み…11月10日㈭～21日㈪の
間に氏名、年齢、連絡先を県沿岸
広域振興局（☎25－2701）へ
※詳しくは県のホームページ（http://
www.pref.iwate.jp/engan/fukkou/）
をご覧ください。

釡石・大槌の工事現場を巡る
「ふるさとの復興見学会」の参加者を募集します

　要介護状態などになっても、住
み慣れた地域で安心して自分らし
い暮らしを続けられるよう、地域
コミュニティーを基盤とした支え
合いのまちづくりを学ぶ講演会を
開催します。
日時…11月11日㈮15時～16時30分
場所…釡石地区合同庁舎４階大会
議室
内容…山梨学院大学法学部の竹端
寛教授による講演「誰のための、
何のための、地域づくり？－住み
慣れた街で暮らし続ける仕組みと
しかけ」
問い合わせ…市地域包括ケア推進
本部（☎22－0233）

「地域包括ケア」による地域づくり講演会を
開 催 し ま す

《訂正とおわび》広報かまいし10月15日号
１ページ、地域の誇りトライアスロン　国体
正式競技として開催の記事中、「古谷純平
選手」の誤りでした。おわびして訂正します。
問い合わせ…市広聴広報課（内線137）

行政相談
日時…11月17日㈭13時30分～16時
場所…市役所第１庁舎市民課内消
費生活センター相談室
内容…国などの行政に関する苦情
や要望の受け付け
問い合わせ…岩手行政評価事務所
（☎0570-090110）
なんでも相談会
日時…11月12日㈯10時～15時
場所…シープラザ釡石２階
内容…遺産相続手続き、遺言、住
宅再建の補助金、山林についてな
どの相談受け付け
問い合わせ…岩手県行政書士会事
務局（☎019-623-1555）
おしゃPa！＆出前相談所「釡石」
日時…11月24日㈭13時30分～16時
30分
場所…イオンタウン釡石２階イオ
ンタウンホール
内容…いじめ、不登校、虐待、非
行などの相談受け付け
問い合わせ…釡石警察署（☎25-
0110）

今月の
インフォメーション

乳 が ん 追 加 検 診 を 行 い ま す

　本年度の乳がん検診を受け忘れた人は、受検しましょう。
日時…11月23日（水・祝）９時30分～12時30分
場所…イオンタウン釡石２階イオンタウンホール
対象…平成29年３月31日時点で40歳以上の女性（昨年度または本年度
に乳がん検診を受けた人は対象外）
定員…150人（先着順）
申し込み…11月１日㈫～11日㈮８時30分～17時15分の間に電話で市健
康推進課（☎22－0179）へ

日時…12月１日㈭18時30分～
場所…市教育センター５階
内容…釡石の鉄の歴史に関する問
題。制限時間60分、問題数80問、
100点満点
受検料…無料
申し込み…11月１日㈫～25日㈮の
間に電話で市生涯学習文化課（☎
22－8835）へ

第 ９ 回 鉄 の 検 定 を
開 催 し ま す

日時…11月13日㈰13時30分～（開
場は12時30分～、開会行事は13時
20分～）
場所…シープラザ遊
入場料…無料
問い合わせ…釡石市民劇場実行委
員会　久保さん（☎090－7798－
2307）

釡石市民劇場第30回記念公演
「小さな幸せの花　ＰＡＲＴ２～Believe～」を開催します

　岩手大学の種倉紀昭名誉教授に
よる、テンペラ画法についての講
座です。
日時…11月12日㈯13時～16時
場所…青葉ビル第２活動室
対象…絵画経験者
受講料…無料
問い合わせ…釡石市民絵画教室　
小野寺さん（☎28－4046）

第４回釡石市民絵画講座を
開 催 し ま す

【平田地域】
日時…11月17日㈭18時30分～
場所…釡石・大槌地区産業育成セ
ンター大会議室
【唐丹地域】
日時…11月18日㈮18時30分～
場所…唐丹地区生活応援センター
避難室（ホール）
内容…第１回住民懇談会の結果を
踏まえ、地域の避難方法を検討
対象…町内会などの役員、消防団
員、民生委員、地元業者など
※第１回住民懇談会に参加した皆
さんの参加をお願いします。
問い合わせ…市防災危機管理課
（☎22－2111、内線118）

洪水・土砂災害に関する第２回住民懇談会
（唐丹地域・平田地域）を開催します

日時…11月15日㈫13時30分～15時
30分（開場は13時～）
場所…チームスマイル・釡石PIT
（大町1－1－10）
持ち物…11月上旬までに税務署か
ら郵送された「年末調整のしか
た」など一式
問い合わせ…釡石税務署法人課税
部門（源泉所得税担当）（☎25－
2081、音声案内２）

平 成 28 年 分 年 末 調 整
説 明 会 を 開 催 し ま す

『消しましょう　その火その時　
その場所で』
　期間中、消防職員・消防団員が
防火点検に伺う場合がありますの
で、ご協力をお願いします。
問い合わせ…釡石大槌地区行政事
務組合消防本部（☎22－1642）、
釡石消防署（☎22－2526）、釡
石消防署小佐野出張所（☎23－
5308）

11 月 ９ 日 ～ 15 日 は
秋季全国火災予防運動です

日時…11月16日㈬13時～17時
場所…県福祉総合相談センター
内容…高齢者・障がい者や家族、
関係者からの法律・介護・福祉
サービス・年金など幅広い分野の
相談に電話および面接で応対
相談料…無料
相談電話番号…019－625－0110
問い合わせ…東海林法律事務所
（☎019－623－9511）

高 齢 者 ・ 障 が い 者
なんでも110番を開催します

日時…11月19日㈯13時30分～15時
30分
場所…市保健福祉センター９階研
修室
内容…医療リンパドレナージセラ
ピストの熊谷幸子さんによる講演
「リンパ浮腫について」　
対象…リンパ浮腫で悩んでいる人
や家族、リンパ浮腫について知り
たい人
定員…40人（先着順）
申し込み…市健康推進課（☎22－
0179）へ
問い合わせ…がん患者と家族・支
援者の会盛岡かたくりの会事務局
千葉さん（☎019－672－1305）

リンパ浮腫がんサロンを
開 催 し ま す

募集区画…１階北側１区画22.29㎡
使用料…月３万3,880円（公共料金
別途）
申し込み…11月21日㈪までに市
観光交流課（☎22－2111、内線
332）へ
※希望者が多数の場合は抽選によ
り決定します。入居要件などの詳
細は市観光交流課へお問い合わせ
ください。

釡石物産センターのテナントを
募 集 し ま す

日時…11月11日㈮15時～17時
場所…釡石・大槌地域産業育成セ
ンター
申し込み…11月７日㈪までに申込書
をＦＡＸまたはメールで釡石・大槌地
域産業育成センター（☎26－7555、
ＦＡＸ26－7557、メールinfo@ikusei.
or.jp）へ

地域資源を活用した商品開発をテーマとする
第１回地域資源活用研究会を開催します

「かまいし健康チャレンジポイント」対象
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第
36
回

働
く
婦
人
の
家
ま
つ
り

『
作
品
展
示
発
表
会
』を

開
催
し
ま
す

　

働
く
婦
人
の
家
で
活
動
す
る
自
主
グ

ル
ー
プ
の
作
品
を
展
示
し
、
日
ご
ろ
の
活

動
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

●
日
時

　

11
月
12
日（
土
）9
時
〜
16
時

　
　
　

13
日（
日
）9
時
〜
15
時

●
場
所

　

働
く
婦
人
の
家

●
展
示
内
容

　

 

手
編
み
、
水
彩
画
・
パ
ス
テ
ル
画
、

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
、
漢
字
書
道
、
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
、
ロ
マ
ン
ド
ー
ル
、
エ
コ
ク

ラ
フ
ト
、
絵
手
紙
、
籐と

う

工
芸
、
着
付

け
、
お
抹
茶
席（
12
日
の
み
）

※ 

11
月
13
日（
日
）は
開
館
す
る
た
め
、
休

館
日
を
14
日（
月
）に
変
更
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

市
働
く
婦
人
の
家　

☎
23-

２
０
１
７

〜
は
し
の
四
季
ま
つ
り
〜

第
12
回
水
車
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す

　会場まで黄色の貸し切りバス（２台）
を運行します。乗車する人は最寄りの
バス停でバスに手を上げて合図してく
ださい。申し込みは不要です。

無料バス運行表（行き）
通過予定時間 主な通過バス停
 9：50 洞泉雇用促進住宅前

 9：55 松倉駅前

10：00 小佐野駅前

10：05 昭和園前

10：10 釡石駅前

10：15 天神町

10：25 新川原

10：35 砂子畑

10：40 上栗林

※ 上の表以外のバス停からも乗車できます。
※ 帰りのバスは、橋野どんぐり広場を13
時に出発します。

　
橋
野
町
振
興
協
議
会
は
、
栗
橋
地
区
ま
ち
づ
く
り
会
議
と
共
催
で
「
第
12
回

水
車
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。
地
元
産
の
農
産
物
の
販
売
や
豚
汁
の
お
振
る

舞
い
も
あ
り
ま
す
。

●
日
時
…
11
月
6
日（
日
）11
時
〜

● 

場
所
…
橋
野
ど
ん
ぐ
り
広
場
お
よ
び
親

水
公
園

●
内
容

　

11
時
〜　

開
会
・
餅
ま
き

　

 

11
時
15
分
〜　

水
車
実
演
、
豚
汁
の
お

振
る
舞
い
、
手
打
ち
そ
ば
な
ど
の
販
売

※
品
物
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

栗
橋
地
区
ま
ち
づ
く
り
会
議
事
務
局　

　

☎
57-

２
１
１
１

無料のバスを運行します

たんだい しんしょう…強い勇気、大きな志と共に、細やかな思いやりの心で真の復興へ

釜
石
市
長

　野
田
武
則

23

　

８
月
の
台
風
第
10
号
は
、
幸
い
人
的
被

害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
あ
と
１
〜
２
時

間
大
雨
が
続
け
ば
県
北
地
方
の
よ
う
な
大

災
害
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
ま
し

た
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
が
経
過
し

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
危
機
管
理
体
制
の

構
築
に
課
題
が
あ
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

災
害
に
対
す
る
市
と
し
て
の
責
務
は
当

然
果
た
し
て
い
き
ま
す
が
、
最
終
的
に

は
、
市
民
が
自
分
の
命
を
ど
う
守
る
か
と

い
う
「
命
て
ん
で
ん
こ
」
に
尽
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
震
災
の
教
訓
、
台

風
の
経
験
か
ら
何
を
学
ん
で
い
く
か
が
重

要
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
配
り

す
る
「
東
日
本
大
震
災
釡
石
市
教
訓
集
」

は
、
釡
石
市
東
日
本
大
震
災
検
証
委
員
会

の
委
員
一
人
一
人
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た

も
の
で
あ
り
、
他
に
類
を
見
な
い
教
訓
集

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
教
訓
集
を
ぜ
ひ
座
右
に
置
い
て
、

災
害
に
対
処
す
る
教
科
書
と
し
て
役
立
て

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
津
波
か

ら
未
来
の
命
を
守
る
た
め
、
日
ご
ろ
か
ら

危
機
管
理
意
識
を
持
ち
、
決
し
て
風
化
す

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
学
び
続
け
て
く
だ

さ
る
こ
と
を
切
に
願
う
も
の
で
す
。

未
来
の
命
を
守
る
た
め
に

大勢の人でにぎわった昨年の水車まつり
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